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 はじめに 

 本マニュアルの適用範囲について 

D・BOX はメトリー技術研究所株式会社により発明された製品で、軟弱地盤の補強対策、液状化

対策、噴泥対策および振動対策に利用され、近年簡単に施工でき、環境に易しい工法として日本

で広まりつつある。 

本マニュアルは、D・BOX を用いた地盤補強対策を中心とした実証事業の結果に基づき林業用に

作成したものであり、林業用作業道に特化したマニュアルを作成したものである。 

  

図 1-1 林業用作業道での施工状況 

 

表 1-1 本マニュアルによる適用範囲 
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 施工方法マニュアル 

 林業における D・BOX 工法の基本的な施工フロー 

D・BOX の施工は図 2-1 に示すように、現地の道付の線形調査後に準備工として、D・BOX の

製作ヤードの確保、重機の整備を行う。その後、D・BOX の製作工を行い、D・BOX 敷設工の順

で作業を行なうことが基本となる。 

なお、D・BOX の覆土工は、D・BOX を紫外線から守るために行なう目的と、林業重機（フォワ

ーダーやハーベスター等）の通行時に，構造的に埋め戻しが必要な場合の 2 つの目的がある。 

 

 

図 2-1 D・BOX の施工フロー 

 

 

 D・BOX の対象工事 

林業関連での D・BOX の対象となる工事は次の２項目である。 

（1） 軟弱地盤対策 

（2） 滞水発生箇所の地盤対策 
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 軟弱地盤対策 

林業用作業道の用途としては、資材を山頂から山裾まで搬出するため、大型重機（フォワーダ

ー等）が往復する作業路となる。路線上に粘性土地盤があると、雨が降らない状態であれば通行

が容易であっても、降雨時は土壌に水が含まれると、重機や積荷の荷重によりぬかるみが発生す

るなどの不安定な状態となる。また、降雨翌日に一時的な補修を行ったり、翌年度に再度補修を

行ったりしているのが現状である。 

そのため、図 2-2 に示すように、作業路盤面に D・BOX を敷設する事により地盤の極限支持力

を増大させることが可能となる。なお、粘土層に相当の層厚がある場合には、D・BOX 間をジョイ

ントするように D・BOX 設置後に D・BOX 上面部全面に透水性のある土木用の補強シートを敷設

すると良い。 

 

 

 

図 2-2 軟弱地盤上への D・BOX の活用（支持力増大） 

 

 滞水発生箇所の地盤対策 

沢部において縦断勾配をＶ型にした場合や、勾配変化点が透水性の悪い土質の場合は、盛土材

の含水比が低い常に高い状態となりやすいことから、基本的には排水溝を設けるなどの対策が必

要であるが、一時的な対策になる事が多い。 

 

 

図 2-3 D・BOX の活用による地盤対策 

粘性土 

Ｄ・ＢＯＸ 

覆土部（砂利推奨） 
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 D・BOX の作成方法 

◆D・BOX の制作時の留意点 

 

D・BOX の作成方法としては、表 2-1 に示すように LS-100（1.0m×1.0m×0.25m）と LS-150

（1.5m×1.5m×0.45m）の 2 種類を対象とする。 

 

 なお、D・BOX の要求性能を満足するメトリー技術研究所の製品を購入することを基本条件とす

る。 

 

表 2-1 D・BOX ― ＬＳシリーズ（吊上げ設置タイプ） 

 

（出典：Ｄ・ＢＯＸ製品カタログより） 

 D・BOX の中詰め材料の規格 

D・BOX の中詰め材は、土木分野での沈下抑制、振動低減、噴泥対策に使用する場合には、砕

石や砂などの摩擦材量を使用する事を基本とするが、林業分野においては施工基準が明確に決

まっていないため、現地発生土の使用を基本とする。したがって、林業における D・BOX の中

詰め材は、表 2-2 の赤枠に示す規格と用途とする。 

 

表 2-2  D・BOX の中詰め材料の規格と用途（対象は LS-100、LS-1500 とする） 

 

（出典：D・BOX 設計/施工/品質管理/維持管理マニュアルより） 

 

現地発生土を基本とし、

必要があれば砂利（RC-

40 程度）を使用する。 
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 D・BOX の製作ヤード 

D・BOX の製作ヤード最小必要幅は、図 2-4 に示すように、5m×4m であるが、D・BOX の仮置

数量は、9 個程度であり、仮置き数が多い場合には、面積を増やす必要がある。なお、バックホウ

のサイズは、LS-100 の場合には、重量が約 0.5ｔであり、0.15～0.28m3 バケット、LS-150 の場

合には、重量が約 1.9ｔあることから、バックホウのサイズは 0.28～0.5m３バケットが必要である。

なお、基本的にヤードは平坦な場所とするが、林業分野においては作業路内での施工が基本とな

るため、この限りではない。 

 

 

 

図 2-4 D・BOX の製作ヤードの最低必要面積（5m×4m） 
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 D・BOX の型枠 

D・BOX の型枠は、内寸法を D・BOX の形状と同じとする。LS-100 と LS-150 の型枠形状を示

す。 

（1） LS-100 

 

      

D・BOX LS-100 の型枠（1000×1000×250mm） 

 

 

図 2-5 LS-100 の型枠加工図と作成例（廃材を使用した例） 
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（2） LS-150 

       

D・BOX LS-150 の型枠（1500×1500×450mm） 

 

図 2-6 LS-150 の型枠加工図と作成例 
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 D・BOX の製作要領 
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